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　本稿では、モバイルアプリケーション
開発を難しくとらえず、従来の機能を代
替えするという観点で「アプリケーショ
ンテザリング」という技術の活用方法に
ついて考察する。
 

2.�アプリケーション�
テザリング技術

2-1. アプリケーションテザリングとは
　最近スマートフォンによく搭載されて
いる「テザリング」という機能がある。
これはスマートフォンが Wi-Fi ルータ
の役割を果たし、スマートフォン経由で
PC などのインターネット通信を共有す
る機能である。
　Delphi/400 では XE7 より、「アプリ
ケーションテザリング」という技術が実
装されている。これは前述したインター
ネット共有とは若干異なるが、同じネッ
トワーク（あるいは Bluetooth 接続され
た）アプリケーション同士でデータや処
理を共有する機能である。アップテザリ
ングと呼ばれることもある。

1.はじめに
　スマートフォンやタブレットなどのモ
バイル端末の普及が始まって数年が経
ち、現在では個人はもちろん、企業内で
の活用も一般的になってきた。こうした
モバイル端末は、名前のとおり、持ち歩
いて使用できる特性を活かした場面で利
用されることが多い。
　企業でモバイル端末が使われる主な用
途としては、ブラウザ、電話、カメラ（写
真撮影）などが挙げられる。
　これらの機能は、モバイル端末での特
殊な機能というよりも、基本的には既存
のデバイス（たとえば PC やデジタルカ
メラ）で使用していた機能をモバイル端
末で代用していることがわかる。業務に
よってはタブレットが PC 自体の代用と
なり、置き換わっていることも多い。
　つまりモバイル端末のアプリケーショ
ンでは、特殊な機能だけが求められるわ
けではなく、従来の業務で使っている機
能をモバイル端末で利用できるだけで
も、大きな価値や利便性が得られる。

　このアプリケーションテザリングは、
モ バ イ ル ア プ リ ケ ー シ ョ ン 開 発 の
FireMonkey でも、PC アプリケーショ
ン開発の VCL でも、同じコンポーネン
トを使って実装可能である。
　つまり従来の PC アプリケーションと
新規開発したモバイルアプリケーション
を容易に連携できるわけだ。たとえばモ
バイルアプリケーションから PC アプリ
ケーションに処理結果を連携して、PC
アプリケーション側で IBM i に更新す
るといった仕組みも構築できる。
　本稿ではこうしたアプリケーションテ
ザリングの技術に着目し、PCアプリケー
ションとモバイルアプリケーションを連
携する実装方法をまとめている。なお、
開 発 環 境 の 対 象 バ ー ジ ョ ン は
Delphi/400 XE7 以降を想定している。

2-2.   アプリケーションテザリングでモ
バイル端末を活用

　アプリケーションテザリングでモバイ
ルアプリケーションを活用する実装例と
して、従来のシステムで PC と連携して
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いる外部デバイスを検討した。モバイル
端末を活かせるものとして、次の 2 機能
を題材とする。【図 1】

①デジタルカメラで商品写真を撮り、画
像データとしてシステムに取り込む
機能

②バーコードリーダーや POS でバー
コードや QR コードをシステムに取り
込む機能

　いずれの機能も業務で使われることが
多く、別デバイスで運用されているケー
スもよく見られる。また機能的にもモバ
イルアプリケーションに適しており、実
装が容易である。
 

3.�アプリケーション�
テザリングを活用した
連携開発

3-1.   アプリケーションテザリング用コ
ンポーネント　

　アプリケーションテザリング機能を使
用するためのコンポーネントを確認す
る。専用のコンポーネントとして、
TTetheringManager と TTethering 
AppProfile の 2 つのコンポーネントが
用意されている。それぞれの役割は、次
のとおりである。【図 2】

TTetheringManager コンポーネント
　同一ネットワークあるいは Bluetooth
の通信上で、アプリケーション同士の接
続を管理する

TTetheringAppProfile コンポーネント
　テザリングで接続したアプリケーショ
ン間で共有するリソースを制御する
 
　この 2 つのコンポーネントは基本セッ
トで使用し、TTetheringManager で接
続して TTetheringAppProfile で共有
リソースを送受信する。たとえばコード
や 文 字 列、 画 像 な ど の フ ァ イ ル を
Stream形式で扱うこともできる。【図3】
　本稿では、モバイルアプリケーション
で写真撮影やバーコード読み取りの機能
を実装し、それを PC アプリケーション
で受信して利用するアプリケーションを
作成する。【図 4】
 

3-2. モバイルアプリケーションの開発
　まず、モバイル端末側のアプリケー
ションを作成する。
　使用コンポーネントは写真撮影用に
TActionList、TImage コンポーネント、
バーコード読み取り用に TTMSFMXZ 
BarReader コンポーネント、それぞれ
の実行用に TButton を 2 つ配置する。
またアプリケーションテザリング用に
は、前述した TTetheringManager コン
ポーネントと TTetheringAppProfile
を配置しておく。【図 5】
　 こ こ で 使 用 す る TTMSFMXZBar 
Reader コンポーネントは標準コンポー
ネントではないが、TMSSoftware 社の
HP から無償で使用できる iOS 用バー
コード読み取りコンポーネントである

（http://www.tmssoftware.com/）。
Android を使う場合は、拡張したフリー
ソースの TTKRBarCodeScanner が使
いやすい。
　次にコンポーネントを設定する。テザ
リ ン グ の 設 定 は、TTetheringApp 
Profile の Group プロパティに通信する
アプリケーションで共通の値を設定して
おく。グループ名のようなものだと考え
るとわかりやすい。【図 6】
　そしてアプリケーション間で共有する
データについては、Resources プロパ
ティにアイテムを、次のように 2 つ追加
して用意する。　
　1 つ目は写真転送用で、アイテムの
Name プ ロ パ テ ィ に は ”Camera”、
ResType プロパティには写真（画像ファ
イル）を扱うために ”Stream”を設定
する。
　2 つ目はバーコード転送用で、アイテ
ムの Name プロパティには ”Barcode”、
ResType プロパティにはバーコード値
を扱うために ”Data”を設定する。いず
れも Kind プロパティはデフォルト値 
”Shared”のままにしておく。【図 6】
　設定が完了したら、配置したコンポー
ネントにプログラム動作をコーディング
していく。撮影用のボタンには、カメラ
操 作 の 標 準 ア ク シ ョ ン で あ る
TTakePhotoFromCameraAction を 割
り当て、OnDidFinishTaking イベント
を作成する。【図 7】
　 写 真 撮 影 終 了 時 に 発 生 す る
OnDidFinishTaking イ ベ ン ト に は、

【ソース 1】のようなコードを記述する。

　撮影した写真（画像ファイル）を
TTetheringAppProfile のアイテムに代
入することで、テザリングされた別のア
プリケーションでアイテム情報を共有で
きる。
　バーコード読み取り用のボタンには、
OnClick イベントで TTMSFMXZBar 
Reader の Show メソッドを実行するこ
とで、バーコードスキャン画面を起動。
バ ー コ ー ド ス キ ャ ン さ れ た 際 に
OnGetResult イベントで取得したバー
コード値を、TTetheringAppProfile の
アイテムに代入するだけで実装できる。

【ソース 2】
　最後に、フォームの OnCreate イベン
トで TTetheringManager を接続する
ようにコーディングしておくことで、起
動直後に PC アプリケーションとテザリ
ング通信状態になる。
　これだけの開発でモバイル端末の写真
撮影とバーコード読み取りを実行し、
PC へデータを転送（共有）するアプリ
ケーションが完成である。
 
3-3.   PC アプリケーションの開発 

（拡張実装）
　次に、PC 側のアプリケーションを実
装する。PC アプリケーションは、写真
やコードを扱う既存アプリケーションが
すでに導入されていることを想定する。
本稿では、飲料水の商品一覧・明細を扱
う単純なアプリケーション例を題材に拡
張実装している。
　まずアプリケーションテザリング用と
して、モバイルアプリケーションと同様
に TTetheringManager コンポーネン
トと TTetheringAppProfile を追加で
配置する。【図 8】
 プロパティの設定もモバイルアプリ
ケ ー シ ョ ン と 同 様 で は あ る が、
TTetheringAppProfile のアイテムで
Kind プロパティには ”Mirror”を設定
する。これは送られてきた共有アイテム
を受信する側の設定である。
　そして、それぞれのアイテムには
OnResourceReceived のイベントがあ
るので、ここに転送されてきた情報を受
信した際の処理をコーディングする。写
真の受信については、【ソース 3】のよ
うに、送られてきた Stream を Load 
FromStream に読み込むことで画面の
TImage へ写真画像を反映できる。

092_101_migaro_Report_吉原_四.indd   94 17/10/25   17:21



95

図4

図3

092_101_migaro_Report_吉原_四.indd   95 17/10/25   17:21



96

　バーコードの受信については、【ソー
ス 4】のように、画面項目（ここでは
TEdit）に送られてきたコードを設定す
るだけである。これで、PC アプリケー
ション側のテザリング実装が完成した。
　最後にコンパイルした PC アプリケー
ションとモバイルアプリケーションを同
じネットワーク上、あるいは Bluetooth
で通信が可能な環境で起動して動作確認
する。
　モバイルアプリケーションで写真を撮
れば、PC 側に写真画像が表示され、バー
コードをスキャンすれば、PC 側に読み
取ったコードが自動入力される（【図 4】
の実装例が完成する）。
　これにより、デジタルカメラから画像
を手動でアップしたり、専用端末でス
キャンしていたバーコードなどの外部デ
バイス作業をモバイル端末と簡易なアプ
リだけで代用できる。
 
3-4.   アプリケーションテザリングの応

用活用
　補足として、いくつかのアプリケー
ションテザリングの応用テクニックにつ
いても検証した。
　アプリケーションテザリングでは、
TTetheringAppProfile の Resources
プロパティのアイテムを共有するだけで
なく、アクション（処理）も共有できる。
これは Resources プロパティと同様に、
TTetheringAppProfile の Actions プ
ロパティのアイテムとして設定する。

【図 9】
　Actions にアイテムを追加すると、ア
イテムの Action プロパティのリストに
割り当てられる。この Action を共有し
ておけば、PC 側で設定している Action
をモバイルアプリケーション側から実行
可能になる。
　 た と え ば、PC 上 で PowerPoint を
OLE で操作する Action 処理を作成し
ておき、モバイル端末でプレゼンテー
ション資料をリモコン操作するアプリ
ケーションも簡単に実現できる。実際に
そうしたリモコンとして使うモバイルア
プリケーションは、市販製品として販売
されている。
　もちろん、このアプリケーションテザ
リング技術は PC アプリケーションとモ
バイルアプリケーションの連携だけでは
なく、PC アプリケーション同士、ある

いはモバイルアプリケーション同士でも
活用できる。同一システムでログインし
ている端末やデバイスのステータス情報
を共有したり、アプリケーション間での
チャットなどのグループメッセージ機能
としても幅広く応用が考えられる。
　ただしこの技術は、冒頭で説明したと
お り、 同 じ ネ ッ ト ワ ー ク あ る い は
Bluetooth などでの通信が前提である。
たとえば、ネットワークに接続していな
い拠点や事業所間などでは活用できな
い。そのため、実際にアプリケーション
同士で通信していなければ、データやア
クションも共有できない。
　本稿のプログラムでは、起動時にテザ
リング接続されることを前提としている
が、接続されているかを可視化できるよ
う工夫しておいたほうが、使い勝手がよ
い。
　たとえば、”接続中”と表示する
TLabel を配置しておき、Visible プロ
パティを False にしておく。そして
TTimer コ ン ポ ー ネ ン ト を 配 置 し、
OnTimer イベントを使って【ソース 5】
のようにアプリケーションテザリングの
接続カウントを監視して、Visible プロ
パティを True に設定する仕組みで実装
できる。
　 接 続 の カ ウ ン ト は、TTethering 
Manager の RemoteProfiles.Count プロ
パティでリアルタイムな接続数を取得で
きる。もちろん TTimer のような常時
監視型ではなく、ボタンなどで明示的に
実行してチェックする仕組みでもよい。
こうした実装を加えると、実行時に PC
アプリケーションにモバイルアプリケー
ションが接続されると、”接続中”の画
面表示になるので、操作時にわかりやす
い。
 

4.おわりに
　本稿ではアプリケーションテザリング
という技術を検証し、既存の外部デバイ
スを使った機能をモバイルアプリケー
ションで簡単に代用できることを紹介し
た。単純に代用が可能になっただけでな
く、どちらも Delphi/400 のアプリケー
ションで作成できる点が大きなメリット
である。これにより、自社業務に合わせ
てアプリケーション側を柔軟に対応して
いける。

　またアプリケーションテザリングを
使ったモバイルアプリケーションであれ
ば、DataSnap サーバーのような中間
サーバーを構築しなくても、【図 10】の
ように PC アプリケーションがサーバー
の代用となるので、簡単に実装・運用で
きる。DataSnap のような高度なサー
バー機能はないが、モバイルアプリケー
ション開発の入門としても手軽に試せて
便利である。
　モバイル端末の企業導入は非常に増え
てきたが、アプリケーションまで自社開
発している企業はまだまだ少ない。
　しかし本稿のプログラム例を一読いた
だければわかるが、これまでの PC アプ
リケーション開発と同じように、モバイ
ルアプリケーションも Delphi 言語で開
発できる。
　日本では業務アプリケーションを自社
開発する企業が多く、今後は PC アプリ
ケーション同様にモバイルアプリケー
ションも自社開発の需要が増えてくると
予想される。
　そうしたシステム開発の中で、この
Delphi/400 のアプリケーションテザリ
ングやモバイルアプリケーション開発技
術が役立つように、今後も技術検証や情
報発信に努めていきたい。
 M
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ソース1

図7
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図8

ソース2
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図9

ソース4

ソース3
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図10

ソース5
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